
 

貸 借 対 照 表 

(令和２年８月 31 日現在) 

 

 （単位：千円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

（ 資 産 の 部 ）  （ 負 債 の 部 ）  

流 動 資 産 6,001,854 流 動 負 債 3,882,063

現 金 及 び 預 金 2,286,707 買 掛 金 3,242,239

売 掛 金 3,356,214 未 払 金 238,965

棚 卸 資 産 320,934 1 年以内返済予定の長期借入 100,008

そ の 他 37,997 未 払 法 人 税 等 216,769

 未 払 消 費 税 75,052

固 定 資 産 3,142,458 そ の 他 9,028

有 形 固 定 資 産 114,518 固 定 負 債 252,783

建 物 附 属 設 備 65,809 長 期 借 入 金 224,978

機 械 装 置 31,627 資 産 除 去 債 務 24,045

工 具 器 具 備 品 190,414 株 式 給 付 引 当 金 3,759

減 価 償 却 累 計 額 △173,332  負 債 合 計 4,134,847

 （純 資 産 の 部） 

無 形 固 定 資 産 320,330 株 主 資 本 5,009,464

ソ フ ト ウ ェ ア 320,330 資 本 金 100,000

 資 本 剰 余 金 260,000

投 資 そ の 他 の 資 産 2,707,608 資 本 準 備 金 260,000

子 会 社 株 式 2,433,247 利 益 剰 余 金 4,649,464

繰 延 税 金 資 産 28,258  繰 越 利 益 剰 余 金 4,649,464

そ の 他 246,102 （ う ち 当 期 純 利 益 ） 578,390

 純 資 産 合 計 5,009,464

資 産 合 計 9,144,312 負 債 及 び 純 資 産 合 計 9,144,312
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個 別 注 記 表 
 
1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

有価証券 

満期保有目的の債券 

償却原価法（利息法） 

 

その他有価証券 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、取得原価は移動平均法

により算定） 

 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

 

(2) 資産の評価基準及び評価方法 

たな卸資産の評価基準及び評価方法 

商 品      

主に個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に 

よっております。 

 

(3) 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

定額法によっております。 

主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物附属設備 3 年～18 年 

機械装置    ９年 

工具器具備品 3 年～１5 年 

 

無形固定資産 

定額法によっております。 

なお自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年間)に基づく定額法によっております。 

   

(4) 重要な引当金の計上基準 

株式給付引当金 

当該規程に基づく役員への給付に備えるため、給付見込額のうち当会計年度末における株式給付債務の見込額

に基づき計上しております。 

 

(5) 繰延資産の処理方法 

新株発行費 

支出時に全額費用として処理しております。 

   

(6) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

   外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。 

外貨建有価証券（その他有価証券）は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は全部純資産直 

入法により処理しております。 

 

(7) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
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2. 貸借対照表に関する注記  
 

関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）  
短期金銭債権                 677 千円  
短期金銭債務               31,501 千円  
長期貸付金                162,000 千円  


